
 

 

補助事業番号  27-171 

補助事業名   平成２７－２８年度  

エネルギ消費傾向を考慮した環境配慮スケジューリング補助事業 

補助事業者名  青山学院大学 水山研究室 野中朋美 

 

１ 研究の概要 

 製造フロアのエネルギピークマネジメントを目的に，複数設備のエネルギ消費傾向の違い

を考慮し，全体としてエネルギピークを下げる環境配慮型スケジューリング手法を提案した．

各仕事（ジョブ）の各時刻におけるエネルギ消費傾向を大きさと凹凸形状を有するエネルギ

ブロックとしてモデル化し，それらブロックを組み合わせる効果により製造フロア全体とし

て生産性を維持しつつ，エネルギ消費ピーク量を抑えるエネルギ最適化モデルを構築し，計

算機実験により検証を行った．  

 

２ 研究の目的と背景 

 改正省エネ法の電気需要の平準化推進に関する措置やコスト削減の観点から，持続可能な

生産に向けてはピークマネジメントへの対応が急務である．ただし，国内製造業はこれまで

生産性改善の取り組みに先進的に取り組んできており，ムダ削減や生産性向上のみによるさ

らなるエネルギ消費量削減は難しいと考えられる．本研究では，スケジューリングによって

ピークマネジメントを解決することを目指し，設備や作業のエネルギ消費傾向の違いと仕事

開始タイミングの組み合わせを考慮し，生産性を維持しつつ対象とする場全体としてエネル

ギピークを下げる環境配慮型スケジューリング手法を構築することを目的とする． 
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３ 研究内容 

（１）エネルギ消費傾向を考慮した環境配慮スケジューリングに関する研究 

(https://sites.google.com/site/ttnonaka/home/)                                   

 

 

 

 

 

 

 

   エネルギブロックモデル 

 

エネルギピークとメイクスパンのトレードオフ 

（実験結果一例） 

 

４ 本研究が実社会にどう活かされるかー展望 

グローバル生産に伴い重要部品や重要工程を多品種少量で生産する場合，変動する稼働率

に対して遊休時間が生じる場合がある．本提案手法を適用することにより，複数設備を対象

に製造フロア全体としてピークをマネジメントすることが可能であり，電力コストの削減や

ピークシフトに有効である．また今後の発展として，設備の稼働状況をIoTで管理しながら

運用段階において効率的に計画修正を行うリアルタイムスケジューリングや，複数需要家を

対象とした地域一体でのピークマネジメントに応用できる可能性がある． 

 

５ 教歴・研究歴の流れにおける今回研究の位置づけ 

 研究代表者は，これまで持続可能な生産システムのライフサイクル評価に関する研究をい

くつか行ってきた（野中, 中野, 2013）（Sproedt, Plehn, Nonaka, Schoensleben, 2011）．

これらの研究を通じて得た着想をもとに，本研究では，生産性とエネルギ消費を扱う環境配

慮型スケジューリング手法としてエネルギ最適化モデルを構築した．また，関連研究として

『科学研究費補助金（若手研究B），「エネルギ消費モデルを用いたサービス生産システムの

生産性向上と価値創出に関する研究」』では，サービス生産システムを対象にエネルギ消費

と価値の関係や応用面を研究しているが，本研究は，製造フロアを対象に設備や工程の特徴

をモデル化する点，ジョブ内の時刻経過に伴う変化を陽にモデル化して手法の確立を行う点

において異なるものであり，重複しない． 

 

６ 本研究にかかわる知財・発表論文等 
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７ 補助事業に係る成果物 

（１）補助事業により作成したもの 

  特になし    

 

（２）（１）以外で当事業において作成したもの 

  特になし 

 

８ 事業内容についての問い合わせ先 

所属機関名： 青山学院大学理工学部水山研究室（アオヤマガクインダイガクリコウ

ガクブミズヤマケンキュウシツ） 

住   所： 〒252-5258 

神奈川県相模原市中央区淵野辺5丁目10-1 O棟422b 

申 請 者： 助教 野中朋美（ノナカトモミ） 

担 当 部 署： 青山学院大学 相模原事務部研究推進課（アオヤマガクインダイガク サ

ガミハラブケンキュウスイシンカ） 

E-mail： nonaka@ise.aoyama.ac.jp, kenkyuusienu@aoyamagakuin.jp 

ＵＲＬ ： https://sites.google.com/site/ttnonaka/ 
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